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6 チャプター：検出・同定のための分析法 

6.1 Analytical Methods（分析法） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター0.5.3.2.3
を参照） 

4 Test substance 
（被験物質） 

テキスト 使用した物質を記載する 

5 Method（方法） テキスト 方法を記載する。このフィールドの入力文字数は最大 240
字に制限されているため、詳細な説明はフリーテキストタ
イプ「ME」に記載すること 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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6.2 Detection and Identification（検出・同定） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター0.5.3.2.3
を参照） 

4 Test substance 
（被験物質） 

テキスト 使用した物質を記載する 

5 Method（方法） テキスト 方法を記載する。このフィールドの入力文字数は最大 240
字に制限されているため、詳細な説明はフリーテキストタ
イプ「ME」に記載すること 

6 Media（媒質） ピック 
リスト 

選択：[soil（土壌） / air（空気） / water（水） / animal and 
human body fluids（動物およびヒトの体液）] 

7 Recovery Rate 
（回収率） 

テキスト 回収率を提示する 

8 Detection limits 
（検出限界） 

テキスト 検出限界を提示する 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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7  チャプター：標的生物・用途に対する有効性 

7.1 Function（機能） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター7 には該当なし 

4 Function（機能） ピック 
リスト 

選択： [Fungicide（防黴剤）  / Rodenticide（殺鼠剤）  / 
Insecticide（殺虫剤） / Bactericide（殺菌剤）] または [other: 
<テキストを入力>] 

5 Biochemical and 
Physiological 
Mechanisms 
（生化学的・生理
学的機序） 

テキスト 生化学的・生理学的機序を記載する 

6 Biochemical 
Pathway 
（生化学的経路） 

テキスト 生化学的経路を提示する 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

7 Metabolite Reaction 
or Degradation 
Product 
（代謝生成物、反
応生成物、または
分解生成物） 

テキスト 代謝生成物反応または分解生成物を提示する 

8 Product Information 
（生成物に関する
情報） 

テキスト 生成物に関する情報を記載する 

9 Kinetic 
（カイネティクス） 

テキスト カイネティクスを記載する 

10 Environmental 
Factor 
（環境因子） 

テキスト 関連する環境因子を提示する 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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7.2 Effects on Organisms to be Controlled（制御対象生物に対する作用） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド 

  名 
フィールド

タイプ 
ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター7 には該当なし 

4 Species (Scientific 
Name)（種［学名］） 

テキスト 種の学名を入力する 

5 Species  
(Common Name)
（種［一般名］） 

テキスト 種の一般名を入力する 

6 Strain（系統） ピック 
リスト 

ピックリストには該当する系統名が掲載されていない可能
性がある。[other: <テキストを入力>] 選択肢を使用して、
具体的に記載すること 

7 Endpoint 
（エンドポイント） 

ピック 
リスト 

選択：[carrier germ reduction（菌減少率） / agar inhibition 
diameter（寒天平板法での阻止円径） / minimum inhibitory 
concentration（最小発育阻止濃度） / minimum microbiocidal 
concentration（最小殺菌濃度）] または [other: <テキストを
入力>] 
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番号 フィールド 
  名 

フィールドタ
イプ 

ガイダンスノート 

8 pH 数字 pH の値を入力する 

9 Water Hardness 
（水の硬度） 

テキスト 水の硬度を提示する 

10 Contact time 
（接触期間） 

 接触期間を単位とともに下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 

 b）Unit（単位） - ピック 
リスト 

- サブフィールド b）：単位を選択する：[minute(s)（分） / 
hour(s)（時間） / day(s)（日）] 

11 Interfering 
Substance 
（干渉物質） 

ピック 
リスト 

選択：[protein（蛋白質） / surfactant（界面活性剤） / sugar
（糖） / yeast extract（酵母抽出物） / milk powder（粉乳） 
/ hard water（硬水）] または [other: <テキストを入力>] 

12 Value（値）  影響を及ぼす用量または濃度を下記のように入力する。 

 a）Precision 
（精度） 

- ピック 
リスト 

- サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 

 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を入
力 

 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 

 d）Unit（単位） - ピック 
リスト 

- サブフィールド d）：選択：[mg/kg / etc.] または [other: <
テキストを入力>] 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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7.3 Organisms to be Protected（保護対象生物） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター7 には該当なし 

EFFECTS ON THE PRODUCTS, ORGANISMS OR OBJECTS 
TO BE PROTECTED 
（保護すべき製品、生物、対象に対する影響）: 

4 Scientific Name 
（学名） 

テキスト 種の学名を入力する 

5 Common Name 
（一般名） 

テキスト 種（または保護すべき対象）の一般名を入力する 

   LIKELY CONCENTRATION 
（用いられる可能性が高い濃度） 

 Use（用途） テキスト 用途を提示する 

6 Method of 
Application 
（適用方法） 

テキスト 適用方法を記載する 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

7 Concentration 
（濃度）: 

 実際の用途で使用される可能性が高い濃度（範囲）を下記
のように入力する。 

 a）Precision 
（精度） 

- ピック 
リスト 

- サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 

 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を入
力 

 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピック 

リスト 
- サブフィールド d）：選択：[g/l / etc.] または [other: <テキ
ストを入力>] 

    

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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7.4 User（ユーザー） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド 

  名 
フィールド

タイプ 
ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター7 には該当なし 

4 Type of user 
（ユーザーの種類） 

ピック 
リスト 

選択：[Industrial（業界） / Professional（専門家） / General public
（一般利用者）] または [other: <テキストを入力>] 

   注：説明は、「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て
可能なフリーテキストに個別に入力する。 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 



IUCLID 4 ガイダンス文書  200 
 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

7.5 Resistance（耐性） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター7 には該当なし 

4 Cross Resistance 
（交差耐性） 

テキスト 交差耐性がある場合は記載する 

5 Management 
Strategy 
（管理方針） 

テキスト 管理方針がある場合は記載する 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキスト用テンプレー
トを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある（チャプター0.5.4.2 の説明
を参照）。 
データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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8 チャプター：ヒト・動物・環境の保護に必要な措置 

8.1 Methods Handling and Storing（取り扱いおよび貯蔵の方法） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Safe Handling 
（安全な取り扱い） 

テキスト 安全に取り扱うためのアドバイスを記載する 

5 Fire/Explosion 
Protection（火災/爆
発からの防護） 

テキスト 火災および爆発を防ぐための措置を記載する 

6 Storage 
Requirement（貯蔵
に関する要件） 

テキスト 貯蔵室や容器に関する要件を記載する 

7 Common Storage
（共同貯蔵） 

テキスト 一緒に貯蔵してはならない物質を提示する 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

8 Container（容器） テキスト 推奨される容器を提示する 

9 Unsuitable 
Container 
（不適切な容器） 

テキスト 不適切な容器を提示する 

10 Additional 
Information 
（追加情報） 

テキスト 関連する重要情報があれば記入する 

11 Transport Code 
（輸送コード） 

テキスト 輸送コードを入力する 

   
注：このサブチャプターに記載する情報は、対応する安全性データシートの記載内容に準じたもの

とすることが望ましい。 

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 



IUCLID 4 ガイダンス文書  203 
 

8.2 Fire Guidance（火災に関する手引き） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Hazards（有害性） テキスト 有害性がある場合は記載する 

5 Protective 
Equipment 
（防護具） 

テキスト 推奨される防護具を記載する 

6 Extinguishing 
Medium（消火剤） 

テキスト 消火剤を記載する 

7 Unsuitable 
Extinguishing 
Medium 
（不適切な消火剤） 

テキスト 不適切な消火剤がある場合は記載する 

8 Additional 
Information 
（追加情報） 

テキスト 関連する重要情報があれば記入する 

9 Fire Class 
（火災のクラス） 

テキスト 火災のクラスを提示する 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

10 Prod. arising from 
burning / Pyrolysis
（燃焼 / 熱分解に
よって生じる生成
物） 

テキスト 燃焼/熱分解によって生じる生成物を記載する 

   
注：このサブチャプターに記載する情報は、対応する安全性データシートの記載内容に準じたもの

とすることが望ましい。 

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター1 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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8.3 Emergency Measures（緊急措置） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Type（種類） ピック 
リスト 

選択：[injury to persons (inhalation)（ヒトに対する障害［吸
入］） / injury to persons (oral)（ヒトに対する障害［経口］） / 
injury to persons (eye)（ヒトに対する障害［眼］） / injury to 
persons (skin)（ヒトに対する障害［皮膚］） / accidental spillage
（事故による流出）] または [other: <テキストを入力>] 
注：情報は、「Type（種類）」フィールドごとに割り当て可
能なフリーテキストに個別に入力する。 
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フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

8.4 Possib. of Rendering Subst. Harmless（無害な物質が精製される可能性） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Domain（領域） ピック 
リスト 

選択：[Industry/skilled trades（業界/熟練業者） / Public at large
（一般大衆）] または [other: <テキストを入力>] 

5 Process 
（プロセス） 

ピック 
リスト 

選択：[Recycling（リサイクル） / Neutralization（中和） / 
Destruction（破壊）] または [other: <テキストを入力>] 

6 Type of Destruction 
（破壊の種類） 

ピック 
リスト 

選択：[Controlled discharge（制御された破壊） / Incineration
（焼却） / Water purification station（浄水施設）] または 
[other: <テキストを入力>] 
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フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

8.5 Waste Management（廃棄物の管理） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド 

  名 
フィールド

タイプ 
ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

4 Memo（メモ） ピック 
リスト 

選択：[Possibility of destruction: controlled discharge（破
壊の可能性：管理された破壊）  / Possibility of 
recovery/recycling（回収 /リサイクルの可能性）  / 
Possibility of neutralisation（中和の可能性） / Possibility 
of destruction: incineration（破壊の可能性：焼却）  / 
Possibility of destruction: water purification（破壊の可能
性：浄水） / Possibility of destruction: others（破壊の可
能性：その他） / Quantities and composition（量および
組成）] または [other: <テキストを入力>] 

注：説明は、「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当
て可能なフリーテキストに個別に入力する。 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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8.6 Side-effects Detection（副作用の検出） 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト 関連する重要な副作用の検出が行われていれば記載する 

注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。
「Memo（メモ）」フィールドにはキーワードのみを入力し、
説明は「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て可能な
フリーテキストに個別に入力することもできる。 
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フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
 
8.7 Substance Registered as Dangerous for Ground Water 

（地下水にとり有害として登録されている物質） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること
ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
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番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Included in  
(specify list) 
（登録リスト［リ
スト名を明記する
こと］） 

テキスト 当該物質が、地下水にとって有害な物質であるとして登録
されている関連リストを明記する。規制リストごとに別の
フィールドを使用すること（必要に応じ、フリーテキスト
タイプ「RM」も使用すること） 

   

フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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8.8 Reactivity towards Container Material（容器の材質に対する反応性） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター8 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト 容器の材質に対する反応性に関する情報を記載する 

注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。
「Memo（メモ）」フィールドにはキーワードのみを入力し、
説明は「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て可能な
フリーテキストに個別に入力することもできる。 
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フリーテキストフィールド 
必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一般的な手
引きを参照）。IUCLID のチャプター8 では、フリーテキストタイプ「RM（特記事項）」のみを使用す
ることが望ましい。ただし、文書を添付する必要がある場合は、フリーテキストタイプ「AD（添付文
書）」を使用する必要がある。データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書
を参照のこと。 

フラグ 
必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

9 内部(Internal)チャプター：参考資料 

チャプター9は本当の IUCLIDのチャプターではなく、全参考文献の出典を保存するためのものである。
しかし、いわゆるフィールドエディタ（FED）機能を使用する場合は、「チャプター9」として扱うこ
とができる（テクニカルマニュアルを参照）。 
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10 チャプター：要約および評価 

10.1 End Point Summary（エンドポイントの要約） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター10 には該当なし 

4 Chapter 
（チャプター） 

ピック 
リスト 

記載しようとしている要約の該当サブチャプター番号を選
択する。例： [4.1 Acute/Prolonged Toxicity to Fish（魚類に
対する急性/延長毒性）]。 

5 Memo（メモ） テキスト このフィールドは、エンドポイント（「Acute Toxicity（急性
毒性）」や入力者の所属(your affiliation)など）の提示に用い
ることが望ましい。このフィールドの入力文字数は最大
240 字であるため、上記スクリーンショットに示すように、
要約はフリーテキストタイプ「RM」に記載する。 
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注：要約や評価の部分に関して具体的な手引きを提供することは、関係諸機関や当局（ECB、OECD、
米国 EPA など）の責務であるため、これらは本ガイダンス文書の取り扱い範囲外である。関係諸機関
によって提供される関連ガイダンス文書を参照のこと。 
TECHNIDATA が作成した「Getting Started（基本的な使用法）」マニュアルでは、下記が推奨されてい
る（A.3 を参照）。 

「SIDS または HPV プログラム用の提出書類を作成する際には、類似する複数の試験からデータを収
集する必要が生じることがある。それらの試験結果は完全には一致しないことが多いため、その物質
をもっともよく表していると考えられる結果を選択する必要が生じる。この選択は単純明快なもので
はない可能性があり、そのため説明が必要となる場合がある。慣例により、チャプター10.1「End Point 
Summary（エンドポイントの要約）」を使用して、その選択について説明することが望ましい。この画
面では、該当するチャプター番号を掲載したうえで、テキストフィールドに論理を入力することがで
きる。フリーテキストの項にデータのインポートや参考文献の引用を行うこともでき、入力した説明
が報告書に間違いなく印刷されるようにフラグを立てることもできる」 
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10.2 Hazard Summary（有害性の要約） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター10 には該当なし 

4 Chapter 
（チャプター） 

ピック 
リスト 

記載しようとしている要約の該当メインチャプター番号を
選択する。例： [Ecotoxicity（生態毒性）]。 

5 Memo（メモ） テキスト このフィールドは、入力者の所属の提示に用いることが望
ましい。このフィールドの入力文字数は最大 240 字である
ため、上記スクリーンショットに示すように、要約はフリ
ーテキストタイプ「RM」に記載する。 

   

注：要約や評価の部分に関して具体的な手引きを提供することは、関係諸機関や当局（ECB、OECD、
米国 EPA など）の責務であるため、これらは本ガイダンス文書の取り扱い範囲外である。関係諸機関
によって提供される関連ガイダンス文書を参照のこと。 
TECHNIDATA が作成した「Getting Started（基本的な使用法）」マニュアルでは、下記が推奨されてい
る（A.3 を参照）。 
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「HPV 評価文書(write ups)に収載するため物質の安全性評価を作成したいと考えるかもしれない。特に
物質の安全性について、一般向けに簡潔で読みやすい要約を提供したいと考えるかもしれない。この
評価文書には、暴露が存在することが既知の場合に、その暴露状況下での当該物質の有害性に関する
簡潔な要約を収載することができる。慣例により、この要約を、チャプター10.2「Hazard Summary（有
害性の要約）」に入力することが望ましい。この要約に入力者の所属を記載することが妥当である」 
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10.3 Risk Assessment（リスク評価） 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 

データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 

番号 フィールド 
  名 

フィールド
タイプ 

ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正は
できない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 

2 Order Number 
（整理番号） 

数字 希望する順番に記録がソートされるように指示することが
できる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 

3 Reliabilities 
（信頼性） 

ピック 
リスト 

チャプター10 には該当なし 

4 Memo（メモ） テキスト 原則として、リスク評価に関係する情報はすべて「Memo
（メモ）」フィールドに入力することができる。しかし、こ
のフィールドの入力文字数は最大 240 字であるため、本フ
ィールドには小見出しのみを記載することが望ましい。詳
細な説明は、上記スクリーンショットに示すとおりフリー
テキストタイプ「RM」に記載すること。 

   

注：要約や評価の部分に関して具体的な手引きを提供することは、関係諸機関や当局（ECB、OECD、
米国 EPA など）の責務であるため、これらは本ガイダンス文書の取り扱い範囲外である。関係諸機関
によって提供される関連ガイダンス文書を参照のこと。 

TECHNIDATA が作成した「Getting Started（基本的な使用法）」マニュアルでは、下記が推奨されてい
る（A.3 を参照）。 
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